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２（第 40 号）

　
　
　
　
　
　曹
洞
宗
管
長
　
南
澤 

道
人

　
今
、
世
界
が
抱
え
る
諸
問
題
は
、
複
合
的

か
つ
重
層
的
で
す
。
基
本
的
な
人
権
と
し
て

の
平
和
な
暮
ら
し
や
命
の
尊
厳
が
脅
か
さ
れ

る
危
機
的
な
状
況
は
、
広
が
る
一
方
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
仏
両
祖
を
信
奉
す
る
私
た
ち
は
、
確
か

な
道
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

　
お
釈
迦
さ
ま
は
縁
起
の
理
法
を
さ
と
ら

れ
、
一
切
を
正
し
く
観
察
さ
れ
る
智
慧
と
、

他
者
と
の
和
合
調
和
は
慈
悲
に
よ
っ
て
成
る

こ
と
を
、
身
を
以
て
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
我
利
・
我
欲
を
離
れ
る
私
た

ち
の
生
き
方
だ
っ
た
の
で
す
。

　
道
元
禅
師
は
「
回
光
返
照
の
退
歩
を
学
す

べ
し
」
と
お
示
し
で
す
。

　
歩
み
を
止
め
、
息
を
調
え
、
二
歩
も
三
歩

も
退
い
て
、
自
ら
が
行
い
を
仏
道
に
照
ら
し

謙
虚
に
顧
み
よ
、
と
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
瑩
山
禅
師
は
「
必
ず
和
合
和
睦
の
思
い
を

生
ず
べ
し
」
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
合
調
和
を
乱
す
の
は
、
何
時
の
世
も
人

間
の
我
利
・
我
欲
、
す
な
わ
ち
貪
り
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
貪
り
こ
そ
が
苦
悩
の
源
で
あ

り
、
対
立
闘
争
の
根
源
な
の
で
す
。

　
無
常
無
我
の
世
な
れ
ば
こ
そ
、
日
月
は
私

無
く
一
切
を
照
ら
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち

も
、
至
心
に
万
事
万
縁
と
関
わ
っ
て
ゆ
き
た

い
も
の
で
す
。

　
合
掌
は
、
御
仏
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
御
仏
を
こ
の
身
に
頂

く
坐
禅
に
親
し
み
、
世
界
中
の
人
び
と
が
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
ら
か
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
祈
り
、
念
じ
、
共
ど
も
に

菩
薩
行
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
菩
薩

の
誓
願
に
生
き
る
こ
と
が
、
苦
悩
の
世
を
安

楽
の
世
に
す
る
真
の
道
で
あ
り
ま
す
。

　
大
本
山
總
持
寺
開
山
太
祖
瑩
山
紹
瑾
禅
師

七
〇
〇
回
大
遠
忌
法
要
を
ご
縁
と
し
て
、
和

合
の
み
心
を
我
が
心
、
和
合
の
み
教
え
を
我

が
行
い
と
し
て
、
太
祖
さ
ま
に
見
え
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

合
掌

南
無
釈
迦
牟
尼
仏

南
無
高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師

南
無
太
祖
常
済
大
師
瑩
山
禅
師

　
曹
洞
宗
の
布
教
教
化
は
、
人
び
と
が
一
仏

両
祖
の
み
教
え
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
深
い

喜
び
と
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
布
教
教
化
方
針
は
、
布
教
教
化

に
関
す
る
告
諭
の
「
世
界
中
の
人
び
と
が
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
ら
か
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
祈
り
、
念
じ
、
共
ど
も
に

菩
薩
行
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と
の

お
示
し
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た

「
禅
の
実
践
」
「
一
仏
両
祖
へ
の
帰
依
」

「
菩
薩
行
の
実
践
」
と
共
に
、
「
菩
薩
行
の

実
践
と
し
て
のSD

G
s

（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
へ
の
取
り
組
み
」
を
推
進
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

　
宗
門
に
お
い
て
は
長
い
間
「
人
権
・
平

和
・
環
境
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
貧
困
や
差
別
、
環
境
や
平
和
の
問

題
を
包
括
的
に
理
解
し
、
連
携
し
て
取
り
組

も
う
と
す
るSD

Gs

と
、
理
念
を
共
有
す
る
も

の
で
す
。
世
界
中
の
人
び
と
と
と
も
に
、
次

世
代
の
「
い
の
ち
」
を
守
る
こ
と
を
考
え
、

身
近
な
生
活
を
振
り
返
り
自
分
が
出
来
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
取
り
組
み
と
同
じ
く
、
令
和
六
年

能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
と
支
援
、
東
日
本

大
震
災
及
び
原
発
事
故
な
ど
多
発
す
る
災
害

の
被
災
地
支
援
と
自
死
問
題
へ
の
対
応
、
部

落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

根
絶
、
人
権
の
確
立
、
平
和
な
世
界
の
実

現
、
地
球
環
境
の
保
全
な
ど
の
取
り
組
み
も

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
代
社
会
で
は
、
宗
教
の
あ
り
か
た
が
根

底
か
ら
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
次
内
局
が
定

め
た
「
人
び
と
の
声
に
心
耳
を
澄
ま
し
、
社

会
と
と
も
に
歩
む
」
の
基
本
姿
勢
に
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
い
ま
こ
そ
、
私
た
ち
は
我
が
心

を
振
り
返
り
、
人
び
と
に
歩
み
寄
り
、
小
さ

な
声
、
声
な
き
声
に
耳
を
澄
ま
せ
て
、
社
会

と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
基
軸
と
な
る
指
針
と
し
て
、
以
下
の

項
目
を
定
め
ま
す
。

一
、
禅
の
実
践
を
す
す
め
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
寺
院
の
内
外
を
問
わ
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
に
お
い
て
坐
禅
の
実
践
を
す

す
め
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
が
坐
禅
に
親
し

め
る
よ
う
、
い
す
坐
禅
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
坐
禅
会
や
動
画
の
配

信
等
を
通
し
て
、
坐
禅
の
普
及
に
つ
と
め
ま

す
。
不
安
で
落
ち
着
か
な
い
社
会
の
中
に
あ

っ
て
も
、
身
と
息
と
心
を
調
え
る
坐
禅
を
中

心
と
し
た
「
禅
の
生
き
方
の
実
践
」
が
、
智

慧
と
慈
悲
を
育
み
、
確
か
な
人
生
の
基
軸
と

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
年
度

布
教
教
化
に
関
す
る
告
諭

令
和
六
年
度

布
教
教
化
方
針

な
る
こ
と
を
人
び
と
に
伝
え
ひ
ろ
め
ま
す
。

二
、
一
仏
両
祖
を
敬
い
、
お
と
な
え
の
普
及

　
　に
つ
と
め
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
日
々
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」

「
南
無
高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師
」
「
南
無

太
祖
常
済
大
師
瑩
山
禅
師
」
と
お
と
な
え

し
、
そ
の
み
教
え
を
学
び
、
日
々
の
行
い
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

三
、
『
修
証
義
』
「
四
大
綱
領
」
に
基
づ
く

　
　菩
薩
行
の
実
践
を
す
す
め
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
宗
門
の
教
義
で
あ
る
『
修
証

義
』
「
四
大
綱
領
」
に
基
づ
き
、
布
施
・
愛

語
・
利
行
・
同
事
の
四
摂
法
に
代
表
さ
れ
る

菩
薩
行
の
実
践
を
す
す
め
ま
す
。
世
界
中
の

人
び
と
の
幸
せ
と
安
寧
を
願
い
行
動
す
る
こ

と
が
、
自
ら
を
菩
薩
と
し
て
成
長
さ
せ
る
大

切
な
修
行
に
な
る
こ
と
、
更
に
は
そ
れ
ら
が

自
ら
の
深
い
喜
び
と
安
心
に
つ
な
が
る
こ
と

を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

四
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

　
　て
、
全
て
の
人
び
と
が
救
わ
れ
る
関
係

　
　づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
寺
院
を
場
と
し
た
教
化
活
動

に
と
ど
ま
ら
ず
、
積
極
的
に
地
域
社
会
に
働

き
か
け
る
こ
と
で
、
人
び
と
の
悲
し
み
や
苦

悩
に
学
び
、
寄
り
添
い
、
支
え
合
い
、
分
断

の
な
い
、
心
が
通
う
温
か
な
関
係
を
築
け
る

よ
う
つ
と
め
ま
す
。
ま
た
、
仏
事
が
簡
略
化

さ
れ
が
ち
な
世
情
の
中
で
、
改
め
て
、
人
と

人
と
の
生
き
死
に
を
超
え
た
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
伝
え
、
出
来
る
限
り
の
ご
供
養
が
営

め
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

※
SD

Gs

（Sustainable D
evelopm

ent Goals

）
は
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」
と
訳
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
加
盟
一
九
三
ヵ
国
の
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
「
貧
困
や
飢

餓
の
解
消
」
「
平
和
的
社
会
の
実
現
」
な
ど
に
関
連
す
る
十
七

の
課
題
を
、
統
合
的
・
包
括
的
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
国

際
目
標
で
す
。
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　本
年
一
月
一
日
新
年
を
迎
え
た
日
、

能
登
半
島
を
中
心
に
能
登
半
島
大
地

震
が
起
こ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
皆
様
に
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
地
域
で
は
現
在

も
復
旧
に
向
け
て
ご
尽
力
さ
れ
心
身

ご
疲
労
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
ご
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
復
旧
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
は
、
昨

年
開
設
五
十
周
年
と
な
り
、
現
中
国

管
区
長
岩
田
�
成
老
師
の
発
起
の
も

と
、
中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
開
設

五
十
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
十

一
月
八
日
に
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　慶
讃
法
要
で
は
、
曹
洞
宗
教
化
部

長
深
川
典
雄
老
師
に
御
導
師
を
務
め

て
頂
き
、
曹
洞
宗
人
事
部
長
渡
部
卓

史
老
師
を
初
め
所
轄
の
宗
務
庁
役
職

員
、
管
内
の
宗
議
会
議
員
各
老
師
、

歴
代
管
区
長
老
師
、
管
内
の
宗
務
所

の
所
長
老
師
並
び
に
役
職
員
老
師
、

全
国
各
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
の
統
監

老
師
並
び
に
役
職
員
老
師
、
中
国
管

区
教
化
セ
ン
タ
ー
歴
代
統
監
老
師
並

び
に
役
職
員
老
師
、
セ
ン
タ
ー
布
教

師
並
び
に
歴
代
セ
ン
タ
ー
布
教
師
、

各
事
業
の
関
係
者
の
皆
様
と
い
っ
た

管
区
内
外
の
多
数
の
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
こ
の
五
十
年
の
歩
み

セ
ン
タ
ー
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
管
内
の
宗
侶
の
皆
様
に
は
ご
理

解
と
、
ご
加
担
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
法
身
堅
固
を 

祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
掌

に
尽
力
を
頂
い
た
皆
様
に
、
功
労
の

表
彰
を
曹
洞
宗
よ
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　又
、
大
雄
山
最
乗
寺
山
主
増
田
友

厚
老
師
に
記
念
講
演
を
お
願
い
し
、

演
題
を
「
大
慈
悲
心
に
生
き
ら
れ
し

瑩
山
禅
師
に
学
び  

今
、
求
め
ら
れ
る

布
教
教
化
の
日
常
を
探
る
」
と
さ
れ
、

本
年
七
百
回
大
遠
忌
を
向
か
え
る
太

祖
常
済
大
師
瑩
山
禅
師
様
の
大
慈
悲

の
法
と
布
教
の
今
後
を
参
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
般
こ
の
五
十

周
年
事
業
を
無
事
圓
成
す
る
こ
と
が

で
き
、
安
堵
し
ま
し
た
が
、
五
十
年

間
布
教
教
化
を
引
き
継
い
で
こ
ら
れ

た
多
く
の
皆
様
の
道
心
を
目
の
当
た

り
に
し
、
新
た
な
周
年
に
向
か
い
弁

道
精
進
の
決
意
を
持
ち
ま
し
た
。
又
、

支
え
て
頂
い
て
い
る
多
く
の
皆
様
へ

の
感
謝
を
深
く
思
い
ま
し
た
。

　本
年
度
も
、
令
和
六
年
の
布
教
教

化
に
関
す
る
告
諭
を
も
と
に
、
教
化
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島
根
県
第
二
宗
務
所
所
長

　岩
田

　�
成

　
新
年
早
々
能
登
半
島
を
中
心
に
大

地
震
が
発
生
し
多
く
の
皆
様
が
被
災

さ
れ
ま
し
た
が
、
謹
ん
で
お
見
舞
い

と
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
輪
島
港
を
始
め
、
か
つ
て
訪
れ
た

黒
島
の
港
も
海
底
が
隆
起
す
る
な
ど

こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
地
震

で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
、
宗
門
、
總
持
寺
を
始
め
全
国

的
に
募
金
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
宗
教
界
に
お
い
て
は
「
政
教

分
離
」
の
原
則
の
も
と
、
宗
教
施
設

は
公
的
資
金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
避
難
場
所

と
な
っ
た
寺
院
が
行
政
か
ら
の
支
援

物
資
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
実
例
も
あ
り
ま
す
。

　
身
近
な
中
国
地
方
で
も
各
地
で
多

く
の
災
害
が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
都
度
、
何
も
出
来
な
か
っ
た
何

も
し
て
こ
な
か
っ
た
反
省
の
も
と
宗

務
所
等
で
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
募
金
活

動
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
、

中
国
管
区
に
お
い
て
大
き
な
行
事
が

続
き
ま
し
た
。
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
開
設
五
十
周
年
記

念
式
典
、
講
演
会
、
祝
賀
式
が
宗
務

庁
を
始
め
管
区
内
外
よ
り
多
数
の
関

係
者
参
集
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
五
十
年
の
足
跡
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
、

あ
ら
た
め
て
歴
代
の
役
職
員
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
対
し
敬
意
を
表
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
に
は
、
賛
事
の
交
代

め
て
行
か
ね
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
寺
院
、

檀
信
徒
の
皆
様
が
共
に
有
難
き
勝
縁

を
結
ば
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

が
有
る
よ
う
で
す
が
、
新
体
制
の
も

と
、
教
化
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
充
実
、

発
展
を
願
い
、
役
職
員
の
皆
様
の
ご

活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　
中
国
管
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
瑩

山
禅
師
七
〇
〇
回
大
遠
忌
予
修
法
要

を
出
雲
市
に
於
い
て
厳
修
、
併
せ
て

京
都
清
水
寺 

森
清
範
貫
主
の
記
念
講

演
、
並
び
に
四
年
に
一
度
の
管
区
集

会
を
盛
会
裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
い
よ
い
よ
大
遠
忌
正
當

の
年
で
す
が
、
五
十
年
前
の
私
は
駒

澤
大
学
在
学
中
で
あ
り
ま
し
た
。
島

根
県
か
ら
の
団
参
で
参
拝
し
た
師
匠

と
本
山
で
合
流
し
、
有
難
き
法
要
に

随
喜
出
来
た
こ
と
、
今
で
も
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
瑩
山
禅
師
さ
ま
に

よ
っ
て
全
国
に
教
線
を
拡
げ
る
基
盤

が
築
か
れ
、
伽
藍
の
法
灯
、
個
々
の

法
脈
を
受
け
繋
げ
て
き
た
法
孫
と
し

て
足
跡
を
慕
い
つ
つ
、
報
恩
行
を
勤

管
区
長
挨
拶

管
区
長
挨
拶



５ （第 40 号）

令和５年度　事業報告
松江市　ホテル白鳥　（管区事業）
松江市　ホテル白鳥
令和 4 年度事業報告・令和 5 年度事業計画（案）他
米子市　国際ファミリープラザよりオンライン併催
布教教化方針並びに教化方針伝達他
教化センターよりオンライン開催　配信原稿の点検・校正
フィールドワーク：旧大社基地、物資保管庫、JR 段原鉄橋の銃弾痕 見学
松江市　ホテル白鳥に移動
講師　◎駒澤大学名誉教授　石井公成 氏
　　　　講義「曹洞宗と国粋主義・日本主義の系譜～人物とその思想～」

（管区事業）
矢掛町　洞松寺
講師　◎洞松寺専門僧堂堂長　鈴木聖道 老師
　　　　講演「洞松寺専門僧堂について～国際布教と禅～」　　参加者 16 名
三原市エアポートホテルよりオンライン併催
講師　◎曹洞宗総合研究センター講師　舘盛寛行 老師
　　　　講義Ⅰ「仏教とは何か」～生死苦からの解脱道～
　　　　講義Ⅱ「道元禅師の教えの特徴」～即心是佛と坐禅～
　　　◎中国地方臨床宗教師会代表　桝野統胤 老師
　　　　講義Ⅲ「臨床宗教師について」～苦しみの中におられる方々に宗教者が出来ること～
　　　◎広島県宗務所人権擁護推進主事　村田昭元 老師
　　　　人権学習「日常の振り返りから人権を考える」　　受講者 42 名
中国管区内ご寺院（約 900 ヶ寺）に郵送
山口市　玄済寺よりオンライン併催
講師　◎山口県妙光寺住職　山縣洋典 老師
　　　◎山口県玄済寺住職　蔵重宏昭 老師
　　　　法話作成・実演について講義、模範実演　　受講者 11 名
松江市ホテル白鳥よりオンライン併催
講師　◎曹洞宗特派布教師　関水俊道 老師
　　　　講義Ⅰ『宗意に沿った仏教教理の正しい理解～法話の要となる「法」の研鑽～』
　　　　講義Ⅱ『現代社会に向けた法話のポイント』
　　　◎社会福祉法人つわぶき理事長　石井尚吾 氏
　　　　人権学習『発達障がいについて』
布教実演　３名　　受講者 67 名
教化センターよりオンライン開催　配信原稿の点検・校正
教化センターよりオンライン開催
令和 5 年度前期事業報告・令和 6 年度事業計画
広島市　ホテルガーデンパレス
講師　◎東京都正覚寺住職　山田悠光 老師
　　　　講演『つながり響き合う心』　　参加者 61 名　　（婦人会事業）
出雲市　出雲市民会館
記念講演　◎京都府清水寺　森清範 貫主
　　　　　　『こころの姿』　　　　　（管区事業）
出雲市　出雲市民会館　　　（管区事業）
米子市　米子コンベンションセンター※鳥取県宗務所檀信徒地方研修会併催
講師　◎大雄山最乗寺山主　増田友厚 老師
　　　　講演『この時代をどう生きるか～大慈悲心の誓願に生きられし瑩山禅師～』
広島市　ANA クラウンプラザホテル
記念講演　◎大雄山最乗寺山主　増田友厚 老師
　　　　　　『大慈悲心に生きられし瑩山禅師に学び　今、求められている布教教化の日常を探る』
教化センターよりオンライン開催　配信原稿の点検・校正
山口市　玄済寺よりオンライン併催
講師　◎山口県妙光寺住職　山縣洋典 老師
　　　◎山口県玄済寺住職　蔵重宏昭 老師
法話実演・講評　　受講者 10 名
安来市　松源寺
講師　◎鳥取県天徳寺住職　宮川敬之 老師　　参加者 26 名
教化センターよりオンライン開催　配信原稿の点検・校正
山口市　玄済寺よりオンライン併催
講師　◎山口県妙光寺住職　山縣洋典 老師
　　　◎山口県玄済寺住職　蔵重宏昭 老師
法話再実演・全体講評　　受講者７名

○ 配信法話
　　『今日のこころ　私のこころ』　　　毎週土曜日更新
文化講座
◎山陰中央新報文化講座　松江教室　　「心安らぐ写経入門」毎月 1 回開催
◎山陰中央新報文化講座　出雲教室　　「心安らぐ写経入門」毎月 1 回開催
◎米子市　chukai コムコムスクエア　　「やさしい坐禅と写経入門」毎月 1 回開催

6
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中国管区運営協議会

前期教化活動推進委員会

教化センター報 39 号発刊

教化資料等企画制作委員会

中国管区集会

教化資料等企画制作委員会

センター布教師協議会

教化資料等企画制作委員会

第 1 回布教師養成基礎講座

後期教化活動推進委員会

太祖瑩山紹瑾禅師 700 回大遠忌
中国管区予修法要

第 3 回布教師養成基礎講座

婦人会中国管区研修会

全国教化センター連絡協議会

教化資料等企画制作委員会

布教講習会・協議会

禅をきく会

第 2 回布教師養成基礎講座

中国管区教化センター開設五十周年
記念式典・祝賀会

第 5 回 Let's try ZEN

第 4 回 Let'stryZEN

中国管区役職員等人権啓発研修会
管区人権啓発に関する協議会

教化指導員研修会
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岡
山
県
宗
務
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
５
類
感
染
症
と
な
り
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
、
積
極
的
に
行
事
を
再
開
致
し
ま
し
た
。

【
特
派
巡
回
布
教
】

五
月
二
十
九
日
・
三
十
日
に
県
南
と
県
北
を
分
け
て
、
の
二

会
場
で
開
催
　
講
師
　
川
上
宗
勇
特
派
布
教
師

【
婦
人
会
総
会
・
研
修
会
】

六
月
八
日
　
総
会
後
、
萬
福
寺
住
職
翁
�
仙
老
師
か
ら｢

逆
境

に
立
っ
て
学
ぶ
こ
と｣

と
題
し
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

【
梅
花
流
特
派
講
習
会
】

六
月
二
十
四
日
〜
三
十
日
　

講
師
　
大
野
道
源
梅
花
流
特
派
師
範

【
寺
族
会
研
修
会
】

七
月
十
日
　
宗
務
庁
派
遣
講
師
関
水
博
道
老
師
か
ら
『
と
も

に
生
き
る  

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
』
と
題
し
て
講
義

の
後
、
高
梁
市
防
災
復
興
推
進
課
職
員
か
ら｢

防
災
マ
ッ
プ
で

学
ぶ
災
害
対
策｣

に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

【
現
職
研
修
会
】

八
月
二
十
九
日
　
宗
務
所
を
会
場
に
五
十
五
名
の
参
加
を
得

て
、
大
本
山
總
持
寺
副
監
院
勝
田
浩
之
老
師
を
お
招
き
し
て

『
永
光
寺
瑩
山
和
尚
語
録
に
学
ぶ
』
と
題
し
、
ご
提
唱
頂
き
ま

し
た
。
続
い
て
宗
務
庁
派
遣
講
師
染
谷
典
秀
老
師
に
『
と
も

に
生
き
る  

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
』
と
題
し
て
の
人

権
学
習
と
岡
山
県
警
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
に
よ
る
『
サ
イ

バ
ー
犯
罪
の
手
口
と
被
害
防
止
対
策
』
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

【
岡
山
県
梅
花
流
講
習
会
】

十
一
月
十
七
日
　
島
根
県
地
久
寺
櫛
本
淳
道
師
範
を
お
招
き

し
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

【
檀
信
徒
地
方
研
修
会
】

十
一
月
十
日
　
新
見
市
文
化
交
流
館
に
お
い
て
大
本
山
總
持

寺
単
頭
柴
田
康
裕
老
師
を
お
招
き
し
、『
瑩
山
禅
師
の
み
教
え

に
学
ぶ
』
と
題
し
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

【
檀
信
徒
団
参
・
永
平
寺
本
山
研
修
】

十
一
月
二
十
七
日
〜
二
十
九
日
の
日
程
で
、
八
十
三
名
の
参

加
を
得
て
、
永
平
寺
で
の
本
山
研
修
に
合
わ
せ
て
、
總
持
寺

祖
院
と
永
光
寺
へ
参
拝
を
致
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
団
参

で
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
〜
四
年
ま
で
の
三
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
の
一
環
と
し
て
、
諸
行
事
の
中
止
・
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
令
和
五
年
度
は
久
し
ぶ
り
に
予
定

し
た
行
事
を
全
て
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
六
月
五
日
〜
九
日
ま
で
は
梅
花
流
特
派
巡
回
講
習
会
、
六

月
十
二
日
〜
二
十
日
ま
で
は
特
派
巡
回
布
教
・
教
区
護
持
会

総
会
が
各
教
区
単
位
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
梅
花
流
詠

讃
歌
は
そ
の
講
習
を
受
け
て
、
六
月
二
十
八
日
に
四
年
ぶ
り

に
第
五
十
三
回
広
島
県
奉
詠
大
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
四
年

の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
く
、特
に
参
加
者
減
少
が
顕
著
で
し
た
。

　
十
月
三
日
に
は
檀
信
徒
地
方
研
修
会
を
催
し
、
午
前
中
は

「
あ
な
た
は
仏
教
徒
で
す
か
」
と
題
し
て
、
大
本
山
總
持
寺

副
貫
首
　
盛
田
正
孝
老
師
に
よ
る
ご
講
演
。
い
た
だ
い
た
こ

の
生
命
を
い
か
に
生
き
る
か
見
つ
め
直
す
、
そ
う
い
う
時
間

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、詩
人
・
翻
訳
家
の
ア
ー

サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
に
よ
り
「
知
ら
な
か
っ
た
ぼ
く
ら
の
日

本
語
」
と
題
し
て
、
海
外
の
方
か
ら
見
た
日
本
語
の
意
義
深

さ
（
英
語
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
だ
け
だ
が
、
平
仮
名
・
漢
字
・

片
仮
名
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
を
上
手
に
使
っ
て
い
る
等
々
）

を
、
流
暢
な
日
本
語
で
解
り
や
す
く
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。

　
十
月
三
十
日
〜
十
一
月
一
日
ま
で
は
大
本
山
總
持
寺
記
念

参
拝
に
八
十
名
で
団
参
旅
行
。
初
日
は
国
会
議
事
堂
で
地
元

選
出
議
員
か
ら
堂
内
の
説
明
。
そ
し
て
總
持
寺
様
へ
参
籠
。

夕
食
時
は
話
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
が
、
一
晩
御
本
山
の

空
気
に
触
れ
る
と
、
明
朝
の
小
食
は
不
思
議
と
静
か
に
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
二
日
目
は
お
楽
し
み
の
箱
根
湯
本
温

泉
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。
芸
達
者
の
多
さ
に

び
っ
く
り
。
賑
や
か
な
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。
三
日
目
は
箱

根
駅
伝
の
コ
ー
ス
を
バ
ス
で
登
っ
て
芦
ノ
湖
へ
。
そ
し
て
空

路
帰
広
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
六
日
〜
十
七
日
は
宗
務
所
人
権
学
習
会
と
現
職

研
修
会
。
初
日
は
人
権
学
習
と
宗
務
庁
派
遣
講
師
　
宇
野
全

智
師
に
よ
る
「
と
も
に
生
き
る
　
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
と
題
し
て
の
ご
講
義
。
二
日
目
は
雨
宮
眞
也
法
律
事

務
所
　
雨
宮
真
歩
先
生
に
「
寺
院
経
営
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
と

ト
ラ
ブ
ル
対
策
」
と
題
し
て
の
ご
講
義
と
、
宗
報
を
模
し
て

「
お
寺
の
相
談
窓
口
」
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
応
答
形

式
の
講
義
を
賜
り
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
も
充
実
し
た
研
修
会
を
開
催
出
来
る
よ
う
、
所

内
協
力
し
て
勤
め
て
参
り
ま
す
。

　
世
界
を
騒
が
し
た
流
行
り
病
は
徐
々
に
終
息
の
時
期
に

入
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
世
間
の
諸
行
事
も
以
前
の
日
常
に

戻
っ
て
来
ま
し
た
。
所
の
行
持
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
五
年
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
現
職
研
修
会
（
六
月
）
は
、
大
本
山
永
平
寺
副
監
院
西
田

正
法
老
師
、宗
議
会
議
員
禅
昌
寺
住
職
横
山
泰
賢
老
師
他
に
、

ご
講
義
頂
き
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。

　
特
派
に
つ
き
ま
し
て
は
、
布
教
五
会
場
（
七
月
）、
梅
花

八
会
場
（
十
月
）、
そ
れ
ぞ
れ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
団
体
参
拝
（
十
一
月
）
は
「
大
本
山
永
平
寺
参
拝
と
醍
醐

寺
拝
観
」と
称
し
て
三
十
七
名
で
研
修
旅
行
を
致
し
ま
し
た
。

　
寺
族
会
は
総
会（
六
月
）に
お
い
て
外
部
講
師
に
よ
る「
携

帯
電
話
を
安
全
に
使
う
に
は
」
と
い
う
内
容
で
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

　
婦
人
会
で
は
（
十
月
）
森
と
海
の
学
校
理
事
長
岡
村
精
二

先
生
を
お
招
き
し
て
「
少
女
の
心
を
失
わ
な
い
」
と
題
し
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
度
ま
で
山
口
県
梅
花
講
（
講
長
会
）
共
催
で
開

催
致
し
て
お
り
ま
し
た
「
梅
花
流
山
口
県
大
会
」
を
「
檀
信

徒
大
会
・
梅
花
流
奉
詠
大
会
」（
六
月
）
と
改
称
し
、
梅
花

講
員
の
み
な
ら
ず
多
く
の
人
々
に
ご
縁
を
繋
げ
て
頂
け
る
会

と
致
し
ま
し
た
。
太
祖
様
の
七
〇
〇
回
大
遠
忌
予
修
法
要
を

厳
修
し
、
ま
た
、
神
田
京
子
師
匠
に
よ
る
「
金
子
み
す
ゞ
伝

〜
明
る
い
ほ
う
へ
」
の
講
談
を
皆
さ
ん
楽
し
く
聴
か
れ
ま
し

た
。
参
加
者
約
三
百
五
十
名
。
令
和
六
年
は
瑩
山
禅
師
大
遠

忌
に
あ
た
り
、
県
曹
青
に
よ
る
御
一
代
記
の
演
劇
、
梅
花
流

奉
詠
大
会
で
は
所
縁
の
曲
を
お
唱
え
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

人
権
学
習
公
開
講
座
（
六
月
）
と
し
て
、N

PO

法
人
包
撲

―

ほ
う
ぼ
く
中
間
あ
や
み
先
生
に
「
地
域
共
生
社
会
に
向
け

て
」
と
題
し
て
ご
講
義
頂
き
ま
し
た
。

　
山
口
県
宗
務
所
と
し
て
、能
登
半
島
地
震
被
災
地
に
対
し
、

義
援
金
も
含
め
た
支
援
金
を
広
く
募
り
関
係
諸
団
体
へ
緊
急

支
援
を
行
う
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
先
ず
は
三
月
上
旬
に
、

県
曹
青
が
現
地
に
赴
き
支
援
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
状

況
を
鑑
み
ま
す
と
継
続
支
援
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
世
間
で
は
人
々
が
結
集
す
る
こ
と
が
希
薄
に
な
る
の
が
通

例
化
し
て
し
ま
っ
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
様
な
時
だ
か

ら
こ
そ
。
三
世
十
方
の
和
合
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
い
も

の
で
す
。

岡
山
県
宗
務
所
だ
よ
り

広
島
県
宗
務
所
行
事
に
つ
い
て

教
化
主
事

　野
上 

厚
徳

広
島
県
宗
務
所
だ
よ
り

令
和
五
年
度
事
業
報
告

教
化
主
事

　岩
本 

剛
宗

山
口
県
宗
務
所
だ
よ
り

令
和
五
年
度
事
業
報
告

副
所
長
兼
教
化
主
事

　河
谷 

正
也
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五
月
に
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
移
行
し
、
少
し
ず
つ
本
来
の

行
事
が
再
開
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
檀
信
徒
が
参
加
さ

れ
る
行
事
は
、
や
は
り
ま
だ
ま
だ
慎
重
な
行
動
を
さ
れ
て

い
る
な
と
い
う
印
象
が
残
り
ま
し
た
。

　
年
度
の
前
半
の
行
事
は
五
類
移
行
前
に
決
定
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中
止
や
縮
小
の
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
秋
頃
か
ら
の
行
事
は
梅
花
特
派
、
檀
信
徒
地
方

研
修
会
、
宗
務
所
検
定
会
と
多
く
の
方
に
参
加
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
梅
花
流
地
方
奉
詠
大
会
は
、

前
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
三
年
ぶ
り
に

半
日
開
催
で
行
い
ま
し
た
が
、
五
年
度
は
通
常
の
一
日
開

催
に
戻
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
講
員
の
減
少
は
あ
っ
た
も

の
の
以
前
の
よ
う
な
開
催
が
で
き
、
参
加
者
の
方
か
ら
も

好
評
だ
っ
た
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
九
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
現
職
研
修
会
は
寺
族
研
修
会
・

宗
務
所
人
権
学
習
会
と
併
催
し
、
人
権
学
習
の
講
師
に
日

本LGBT

協
会
代
表
理
事
の
清
水
展
人
氏
を
迎
え
、「
女

ら
し
く
、
男
ら
し
く
よ
り
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
　
〜
あ

な
た
の
側
に
い
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の
人
権
」

を
演
題
に
し
、
現
代
社
会
に
お
け
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
を
も
と
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
梅
花
関
係
で
は
、
宗
務
所
検
定
会
が
例
年
一
月
の
下
旬

に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
四
年
度
、
五
年
度
と
大
雪

に
見
舞
わ
れ
、
い
ず
れ
も
延
期
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
次
年
度
以
降
は
三
月
に
変
更
と
な

る
予
定
で
す
。
ま
た
六
年
度
は
宗
務
庁
の
梅
花
流
師
範
養

成
所
が
開
設
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
受
け
、
県
内
で
の

師
範
詠
範
の
育
成
を
促
す
た
め
の
研
修
会
を
あ
ら
た
に
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
少
し
ず
つ
元
の
生
活
に
戻
っ
て
き

て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
感
染
症
等
の
流
行

も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
敏
感
に
な
り
、
様
々
な

行
事
に
参
加
し
づ
ら
い
傾
向
は
ま
だ
ま
だ
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
少
し
で
も
以
前
の
よ
う
な
生
活
に
戻
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
令
和
五
年
度
の
事
業
は
、
当
初
よ
り
コ
ロ
ナ
も
第
五
類

と
な
り
全
て
行
う
方
向
で
計
画
を
い
た
し
ま
し
た
。
会
議

等
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
宗
務
所
等
に
集
ま
り
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
宗
侶
、
寺
族
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
職
研

修
会
は
第
五
教
区
寺
院
に
て
九
月
十
九
日
に
一
日
開
催
と
し

て
、
上
越
教
育
大
学
教
職
大
学
院
学
校
教
育
学
系
教
授
稲
垣

応
顕
氏
を
お
迎
え
し
て
「
一
般
家
庭
に
お
け
る
宗
教
的
情
操

の
育
ち
」
に
つ
い
て
二
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

本
庁
指
定
講
座
と
し
て
総
研
専
任
研
究
員
舘
盛
寛
行
師
を
お

迎
え
し
て
「
と
も
に
生
き
る  

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
に
つ
い
て
一
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宗
務
所
寺
族
研
修
は
、
第
一
教
区
寺
院
に
て
に
一
日
開

催
と
し
、「
臨
床
宗
教
師
の
視
点
か
ら
見
た
寺
院
と
檀
信
徒

の
か
か
わ
り
方
〜
寺
族
と
し
て
の
役
割
」
に
つ
い
て
龍
雲

寺
住
職
野
原
眞
承
師
に
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

本
庁
指
定
講
座
と
し
て
総
研
専
任
研
究
員
舘
盛
寛
行
師
を

お
迎
え
し
て
「
と
も
に
生
き
る  

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
一
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
権
啓
発
研
修
会
は
人
権
擁
護
推
進
主
事
に
講
師
を
務

め
て
頂
き
、「
ル
ン
タ
」
の
視
聴
覚
研
修
を
致
し
ま
し
た
。

　
檀
信
徒
関
係
の
事
業
で
す
が
、
梅
花
流
特
派
講
習
会
は
、

五
日
間
五
会
場
に
て
総
数
百
三
十
七
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
檀
信
徒
地
方
研
修
会
は
、
第
四
教
区
寺
院
に
て
、
ヨ
ー

ガ
の
先
生
新
開
春
樹
氏
を
お
迎
え
し
「
安
楽
の
法
門
に
親

し
む
」
と
し
て
講
義
と
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

　
梅
花
流
奉
詠
大
会
は
、
九
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
半
日

開
催
と
し
て
各
教
区
の
登
壇
奉
詠
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
派
布
教
講
習
会
は
、
七
日
間
七
会
場
に
て
行
い
総
数

二
百
八
十
七
名
の
参
加
を
も
っ
て
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

等
の
感
染
症
の
影
響
も
な
く
す
べ
て
の
事
業
を
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
又
檀
信
徒
関
係
の
事
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
檀
信
徒
の
皆
様
が
事
業
の
開
催
を
大
変
喜
ば
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
事
業
を
こ

の
時
期
に
で
き
る
形
、
参
加
者
の
安
全
を
第
一
に
考
慮
、

工
夫
し
開
催
を
出
来
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
五
年
度
は
、
瑩
山
禅
師
七
〇
〇
回
大
遠
忌
を
お

迎
え
す
る
に
あ
た
り
各
種
研
修
会
の
テ
ー
マ
を
瑩
山
禅

師
関
連
に
し
て
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。

　【寺
族
会
研
修
会
・
護
持
会
研
修
会
】

　
六
月
六
日
、
寺
族
会
研
修
会
と
し
て
、
徳
島
県
城
満

寺 

田
村
航
也
師
に
「
瑩
山
禅
師
さ
ま
の
や
さ
し
さ
と
き

び
し
さ
」
と
題
し
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月

七
日
、
護
持
会
研
修
会
と
し
て
、
同
じ
く
田
村
師
に
「『
護

持
』
の
本
義―

瑩
山
禅
師
の
置
文
」
と
題
し
、
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　【現
職
研
修
会
】

　
九
月
二
・
三
日
、
駒
澤
大
学
名
誉
教
授 

池
田
魯
参
老

師
を
メ
イ
ン
講
師
に
「『
伝
光
録
』
に
学
ぶ
」
と
題
し
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
宗
務
所
梅
花
主
事 

糸
賀
一

峰
師
に
「
梅
花
流
詠
讃
歌
を
伴
う
法
要
行
事
の
実
際
」、

前
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
書
記 

森
香
有
師
に
「
曹
洞
宗

に
お
け
る
女
性
住
職
育
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　【宗
務
所
団
体
参
拝
】

　
六
月
二
十
七
〜
二
十
九
日
、「
沖
縄
慰
霊
と
曹
洞
宗
西

有
寺
別
院
真
栄
寺
拝
登
の
旅
」
を
行
い
ま
し
た
。
三
十

四
名
の
参
加
者
と
平
和
記
念
公
園
で
慰
霊
法
要
を
お
つ

と
め
し
、
か
つ
て
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
地
に
て
平

和
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。
真

栄
寺
様
で
は
、
令
和
四
年
度
に
行
っ
た
「
世
界
平
和
を

願
う
」
写
仏
を
納
経
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　【梅
花
流
地
方
奉
詠
大
会
】

　
十
一
月
十
四
日
、
島
根
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い

て
七
十
回
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
清
興
と
し
て
、

劇
団
「
お
ば
ば
座
」
さ
ん
に
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い

時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　【徒
弟
研
修
会
】

　
三
月
二
十
九
日
、
徒
弟
七
名
の
参
加
の
も
と
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
体
験
を
通
し
て
視
覚
障
が
い
者
の
方
々
に
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
、
相
互
理
解
や
人
権
意
識
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

鳥
取
県
宗
務
所
だ
よ
り

令
和
五
年
度
事
業
報
告

梅
花
主
事

　眞
壁 

太
郎

島
根
県
第
一
宗
務
所
だ
よ
り

令
和
五
年
度
事
業
に
つ
い
て

教
化
主
事

　岡
村 

充
浩

島
根
県
第
二
宗
務
所
だ
よ
り

宗
務
所
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て

教
化
主
事

　西
古 

孝
志
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紙 

上 

法 

話

そ
の
先
を
見
据
え
て

鳥
取
県
　梅
翁
寺
住
職

倉
瀧

　英
信

　
新
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
も
社
会
生
活
も
円
滑
に

進
ん
で
い
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
宗
門
に
お
い
て
は
太
祖
瑩
山
紹

瑾
禅
師
さ
ま
七
百
回
大
遠
忌
正
当
の
大
切
な
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
相

承
」
の
思
い
を
踏
ま
え
、
宗
侶
一
人
ひ
と
り
が
次
世
代
に
み
お
し
え
を
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
大
切
な
年
に
弟
子
が
安
居
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
が
三
十

年
前
に
安
居
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
と
比
べ
、
準
備
物
等
に
も
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
よ
う
で
す
。
学
生
生
活
と
一
八
〇
度
変
わ
る

環
境
に
不
安
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
傍
ら
で
見
守
る
私
自
身
も
同
様

に
か
つ
て
の
自
分
を
見
て
い
る
よ
う
で
気
持
ち
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。

　
出
発
す
る
前
に
は
若
い
方
丈
さ
ま
に
点
検
も
兼
ね
ご
指
導
願
い
ま
し

た
。
懇
切
丁
寧
な
説
明
の
中
に
、
変
わ
ら
ぬ
こ
と
、
新
た
に
学
ば
せ
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
丈
さ
ま
か
ら
は
「
自
分
で
修
行
に
行

く
と
決
め
た
の
だ
か
ら
、
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
行
動
し
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
し
っ
か
り
自
分
を
律
す
る
こ
と
。」
と
弟
子
に
お

声
か
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
は
、

「
学
道
の
人
は
後
日
を
待
っ
て
行
道
せ
ん
と
思
う
事
な
か
れ
。
た
だ
今
日

今
時
を
過
ご
さ
ず
し
て
、
日
々
時
々
を
勤
む
べ
き
な
り
」

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
を
求
め
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
今
一
番
法

縁
が
熟
し
て
い
る
。
こ
こ
で
決
め
た
気
持
ち
を
大
事
に
精
進
す
る
、
方
丈

さ
ま
の
温
か
く
厳
し
い
こ
と
ば
に
道
元
禅
師
さ
ま
か
ら
連
な
る
一
端
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
般
の
弟
子
の
安
居
に
際
し
て
は
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
に
も
と
て
も
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
幼
少
の
頃
か
ら

声
か
け
、
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
発
時
も
寒
風
の
中
、
見
送
っ

て
下
さ
っ
た
こ
と
は
弟
子
本
人
も
生
涯
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
時
の
心

情
を
将
来
へ
と
つ
な
げ
て
く
れ
る
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
瑩
山
禅
師
さ
ま
が
記
さ
れ
た
『
洞
谷
記
』「
当
山
尽
未
来
際
置
文
」
に

お
い
て
、

「
篤
信
の
檀
那
之
（
こ
れ
）
を
得
る
時
、
仏
法
、
断
ぜ
ず
」

「
檀
那
を
敬
う
こ
と
仏
の
如
く
す
べ
し
」

と
記
述
が
あ
り
ま
す
。
篤
信
あ
る
方
に
対
し
仏
さ
ま
の
よ
う
に
敬
い
接
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
寺
檀
関
係
が
深
い
も
の
と
な
り
、
正
伝
の
仏
法
が
脈
々

と
つ
な
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
瑩
山
さ
ま
が
歩
ま
れ
た
時
代
は
経
済
面
も
含
め
ご
苦
労
が
多
か
っ
た
だ

ろ
う
と
想
像
で
き
ま
す
。
道
元
さ
ま
よ
り
伝
え
ら
れ
た
尊
い
教
え
を
寺
檀

一
体
と
な
っ
て
広
め
る
べ
く
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
篤
い
行
動
こ
そ

が
瑩
山
さ
ま
の
思
い
に
共
感
す
る
方
の
一
歩
と
な
り
、
今
日
の
宗
門
各
寺

院
の
礎
を
築
き
上
げ
た
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
宗
門
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
難
し
い
状
況
と

な
り
、
人
口
減
少
に
よ
る
檀
信
徒
減
少
も
進
ん
で
い
ま
す
。
篤
信
あ
る
方

は
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中

に
お
い
て
、
瑩
山
禅
師
さ
ま
の
置
文
は
時
代
を
超
え
、
私
た
ち
に
伝
え
よ

う
と
な
さ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
一
度
檀
信
徒
あ
る
い
は
支
援
者
と

の
関
わ
り
を
確
認
し
深
め
、
瑩
山
さ
ま
の
思
い
も
併
せ
て
次
の
五
十
年
に

向
け
慈
恩
に
酬
い
る
よ
う
つ
と
め
た
い
も
の
で
す
。



　
教
化
指
導
員
に
な
っ
て
初
め
て
現
地

で
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
今
回
現
地
で
参
加
で
き

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

講
師
の
舘
盛
寛
行
老
師
よ
り
「
仏
教
と

は
何
か
〜
生
死
苦
か
ら
の
解
脱
道
〜
」

の
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
生
老
病
死
の
苦
悩
か
ら

解
脱
す
る
と
い
う
仏
教
の
テ
ー
マ
を
元

に
、
お
釈
迦
様
の
教
え
と
は
如
何
な
る

も
の
か
、
ま
た
、
「
道
元
禅
師
様
の
教

え
の
特
徴
〜
即
心
是
仏
と
坐
禅
〜
」
と

題
し
、
道
元
禅
師
様
の
仏
教
と
中
国
歴

代
祖
師
方
の
仏
教
を
比
較
し
な
が
ら
お

話
を
頂
き
ま
し
た
。
道
元
禅
師
様
の
坐
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禅
は
「
只
管
打
坐
」
で
、
た
だ
ひ
た
す

ら
に
坐
禅
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
坐
禅
が

「
仏
祖
の
坐
禅
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
お
話
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
「
相
承
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う

に
、
お
釈
迦
様
か
ら
始
ま
り
歴
代
仏
祖

の
受
け
継
い
で
来
ら
れ
た
坐
禅
に
私
達

は
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　
次
に
人
権
学
習
で
は
、
「
日
常
の
振

り
返
り
か
ら
人
権
を
考
え
る
」
と
題
し

て
、
広
島
県
宗
務
所
人
権
擁
護
推
進
主

事
の
村
田
昭
元
老
師
よ
り
講
義
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
村
田
老
師
の
実
体
験
を

踏
ま
え
た
お
話
や
過
去
に
あ
っ
た
実
際

の
事
件
な
ど
を
元
に
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
「
地
域
の
方
言
が
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
差
別
用
語
に
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
」
「
地
元
で
普
通
に
何
気

な
く
使
っ
て
い
た
言
葉
が
、
地
域
が
変

わ
れ
ば
差
別
用
語
に
な
る
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
実
例
を
具
体
的
に
お
話
し

て
頂
き
ま
し
た
。
我
々
は
日
常
の
言
葉

遣
い
か
ら
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
と

実
感
を
持
っ
て
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
田
老
師
は
「
偏
見
と
差

別
」
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
人
は
、
本
能
的
に
誰
し
も
が
差
別
的

な
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
積
も
っ
た
偏

見
を
解
消
し
な
け
れ
ば
そ
の
差
別
意
識

が
溢
れ
出
る
こ
と
に
な
る
」
自
分
の
中

の
偏
見
を
積
も
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、

正
確
な
知
識
ま
た
は
情
報
を
得
る
事
が

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
の
講
義
と
し
て
、
中
国
地
方
臨

床
宗
教
師
会
代
表
桝
野
統
胤
老
師
よ
り

「
臨
床
宗
教
師
に
つ
い
て
」
〜
苦
し
み

の
中
に
お
ら
れ
る
方
々
に
宗
教
者
が
で

き
る
こ
と
〜
と
題
し
て
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。

　
老
師
は
「
苦
し
む
人
た
ち
の
そ
ば
に

寄
り
添
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
宗
教
者

と
し
て
布
教
伝
道
勧
誘
を
一
切
行
わ
な

い
」
と
臨
床
宗
教
師
の
説
明
を
さ
れ
ま

し
た
。
宗
教
者
と
し
て
救
済
す
べ
き
人

た
ち
に
対
し
て
ひ
た
す
ら
に
傾
聴
し
た

り
、
そ
ば
に
寄
り
添
い
続
け
る
と
い
う

点
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
私

自
身
が
宗
教
者
と
し
て
布
教
や
伝
道
に

無
意
識
の
う
ち
に
重
き
を
置
い
て
い
る

こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
布
教

や
伝
道
と
い
う
行
為
だ
け
で
な
く
、
宗

教
者
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
、
苦
し

む
人
に
対
し
て
傾
聴
し
た
り
、
た
だ
寄

り
添
う
こ
と
も
大
切
な
実
践
で
あ
る
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
に
参
加
し
て
、
布
教

教
化
方
針
に
あ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
な
い
社
会
」
を
目
指
す
た
め
に
、
今

私
た
ち
宗
教
者
が
施
す
べ
き
実
践
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の

私
自
身
の
布
教
活
動
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

教
化
指
導
員
研
修
会
に

　
　
　
　
　参
加
し
て

舘盛 寛行 老師

教
化
指
導
員
研
修
会

広
島
県

　淨
久
寺
住
職

　多
飯

　裕
慧

桝野 統胤 老師

村田 昭元 老師
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令
和
五
年
九
月
十
四
日
、
十
五
日
。

松
江
市
の
ホ
テ
ル
白
鳥
に
於
い
て
曹
洞

宗
中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
布

教
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
師
と
し
て
神
奈
川
県
東
泉
寺

住
職
、
関
水
俊
道
老
師
、
社
会
福
祉
法

人
つ
わ
ぶ
き
理
事
長
、
石
井
尚
吾
氏
の

お
二
人
が
招
か
れ
、
お
話
し
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
関
水
老
師
よ
り
、
講
義
Ⅰ

『
宗
意
に
沿
っ
た
仏
教
教
理
の
正
し
い

理
解
〜
法
話
の
要
と
な
る
「
法
」
の
研

鑚
〜
』
、
講
義
Ⅱ
『
現
代
社
会
に
向
け

た
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
』
と
題
し
て
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
義
Ⅰ
は
ま
ず
我
々
曹
洞
宗
侶
の
基

本
と
な
る
一
仏
両
祖
の
教
え
を
深
め
て

い
く
内
容
で
し
た
。
お
釈
迦
様
の
お
悟

り
、
曹
洞
宗
の
禅
、
道
元
禅
師
様
、
瑩

山
禅
師
様
の
禅
の
解
釈
に
つ
い
て
詳
し

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に

は
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
足
り
て
な
い
部
分

で
し
た
の
で
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
講
義
Ⅱ
は
法
話
の
作
り
か
た
、
話
し

方
、
テ
ー
マ
の
選
び
方
な
ど
実
際
に
法

話
を
す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
の
内

容
で
し
た
。
現
代
は
非
常
に
情
報
が
多

く
、
ま
た
伝
達
も
早
い
時
代
で
す
の
で

単
に
知
識
や
流
行
の
言
葉
を
披
露
す
る

だ
け
で
は
法
話
と
し
て
の
意
味
が
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
「
法
」
を
正
し
く

伝
え
、
相
手
側
の
感
情
と
行
動
（
実
践

行
）
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
法
話
に
お

い
て
は
大
事
で
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
石
井
氏
に
よ
る
講
義
、

『
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
』
と
『
布
教

実
演
・
講
評
』
で
し
た
。

　
『
布
教
実
演
・
講
評
』
で
は
私
は
実

演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
実

は
今
回
で
二
回
目
で
す
。
前
回
実
演
を

し
た
の
は
五
年
以
上
前
で
正
確
に
は
覚

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
上
手
く

い
か
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
十

分
に
準
備
し
て
き
た
つ
も
り
で
も
実
際

に
壇
上
に
立
つ
と
、
想
像
以
上
の
緊
張

感
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
前
回
の
反
省

を
生
か
し
て
実
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
元
の
青
年
会
等
で
講
師
を
し

て
い
た
だ
く
老
師
方
が
た
ま
に
言
わ
れ

る
の
が
、
「
お
坊
さ
ん
の
前
で
喋
る
の

が
一
番
嫌
だ
よ
ね
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

知
識
も
技
術
も
深
め
て
い
け
ば
キ
リ
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
に
で
き
る
最

善
を
尽
く
す
と
い
う
点
で
は
布
教
実
演

は
貴
重
な
経
験
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
最
後
に
『
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
』

で
す
が
こ
れ
は
近
年
と
て
も
注
目
を
集

め
て
い
る
分
野
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
お
話
は
主
に
子
供
の
発
達
障
が

い
に
つ
い
て
で
し
た
。
私
自
身
も
三
才

と
六
才
の
子
供
が
い
る
子
育
て
世
帯
で

す
が
、
こ
の
年
代
の
子
供
を
育
て
て
い

る
親
御
さ
ん
達
は
発
達
障
が
い
と
い
う

言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
保
育
士
の
方
々
も
よ
く
観
察
し
て
、

指
導
方
針
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
発
達
障
が
い
を
持
つ
子
供
は
近

年
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
初
診
が
一
年
以
上
予

約
待
ち
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
石
井
氏
か
ら
は
実
際

に
治
療
に
携
わ
っ
て
い
る
医
師
の
立
場

か
ら
の
貴
重
な
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
以
上
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
二
日

間
の
講
習
会
は
非
常
に
学
び
の
多
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

布
教
講
習
会
に

　
　
　
　参
加
し
て

島
根
県

　萬
松
院

　住
職

　若
槻

　光
哉

セ
ン
タ
ー
布
教
協
議
会
・
講
習
会

石井 尚吾 氏

関水 俊道 老師
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　こ
の
度
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
大
変
実
り
の
多
い
講
座

で
し
た
。

　そ
の
中
で
も
特
に
あ
り
が
た
く
感
じ

た
部
分
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　一
つ
目
は
、
講
師
老
師
か
ら
の
お
話

や
他
の
参
加
者
の
方
々
の
法
話
を
聴
講

す
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
す
。

　講
師
の
方
々
の
お
話
は
、
法
話
に
携

わ
る
者
の
心
構
え
や
こ
れ
ま
で
蓄
え
て

こ
ら
れ
た
御
見
識
を
惜
し
み
な
く
お
伝

え
く
だ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
比
較
的
少
人
数
の
講
座
だ
か

ら
こ
そ
、
解
釈
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
を
講
師
老
師
に
質
問
す
る
機
会
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
ご
講
話
と
併
せ

て
こ
れ
ら
は
非
常
に
意
義
深
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
参
加
者
の
方
々
の
御
法
話

を
拝
聴
す
る
時
間
は
、
自
分
の
見
解
と

照
ら
し
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
話
術
や

工
夫
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
経
験
を
自
分
の

中
に
吸
収
で
き
る
稀
有
な
時
間
で
し

た
。　二

つ
目
は
、
十
分
法
話
を
原
稿
と
レ

ジ
ュ
メ
（
要
項
）
と
し
て
作
成
す
る
機

会
を
設
け
ら
れ
た
点
で
す
。

　私
が
以
前
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

宗
務
庁
主
催
の
布
教
師
養
成
所
で
も
同

様
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

法
話
を
頭
の
中
で
思
い
浮
か
べ
る
だ
け

で
は
な
く
、
原
稿
・
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成

す
る
こ
と
で
自
分
の
言
葉
遣
い
や
話
の

展
開
の
癖
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。 

　私
の
場
合
は
「
言
葉
が
丁
寧
に
な
り

す
ぎ
て
話
し
言
葉
と
し
て
聞
き
取
り
づ

ら
い
」
「
同
じ
事
の
繰
り
返
し
に
な
り

が
ち
」
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、

「
話
す
た
め
の
原
稿
」
と
し
て
こ
れ
ら

を
精
査
し
て
い
く
と
普
段
の
会
話
に
も

共
通
す
る
反
省
・
改
善
の
材
料
と
な
り

ま
し
た
。

　三
つ
目
は
、
そ
れ
に
皆
様
か
ら
講
評

を
い
た
だ
い
た
点
で
す
。

　私
へ
の
講
評
は
、
良
い
点
と
し
て

「
話
し
方
が
ハ
ッ
キ
リ
と
し
て
い
て
聞

き
取
り
や
す
い
」
「
日
常
的
な
例
話
で

身
近
に
感
じ
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
改
善
す
る
べ
き
点
と
し

て
「
も
っ
と
祖
録
や
経
典
を
読
み
込
ん

で
理
解
を
深
め
る
と
良
い
」
「
熱
量
は

感
じ
る
が
話
し
方
が
一
本
調
子
に
な
り

が
ち
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　時

間
を
か
け
て
作
成
し
た
法
話
に
講

評
を
い
た
だ
く
こ
と
に
は
大
き
な
不
安

と
恐
怖
心
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
講
師
老
師
や
参
加
者
の
方
々
か
ら

頂
戴
し
た
講
評
に
は
、
現
状
で
も
良
い

と
思
え
る
点
や
自
分
の
強
み
、
併
せ
て

改
善
す
る
べ
き
点
を
細
か
く
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
自
尊
心
を
傷
つ
け

ら
れ
る
表
現
、
法
話
を
練
る
た
め
に
費

や
し
た
時
間
を
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
言

葉
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　こ
れ
は
、
主
催
者
の
方
々
を
始
め
、

携
わ
ら
れ
た
方
々
が
「
同
行
同
修
」
の

思
い
で
時
間
を
と
も
に
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
の
表
れ
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。　梅

花
流
詠
讃
歌
『
同
行
御
和
讃
』
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
「
互
い
に
励
ま
し
労

わ
り
て
」
と
い
う
空
気
の
中
、
心
地
良

い
緊
張
感
を
味
わ
い
な
が
ら
自
身
と
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
た
、
大
変
貴
重
な

講
座
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

布
教
師
養
成
基
礎
講
座

　
　
　
　
　
　の
感
想

オンラインでの実演

布
教
師
養
成
基
礎
講
座

山
口
県
宗
務
所

　直
指
院
住
職　
田
村

　光
雄
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能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災
者
の
皆

様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
の
生
活
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て

は
田
畑
の
稔
り
の
た
め
の
労
働
あ
り
、

生
活
の
中
の
雑
務
あ
り
、
冬
は
雪
と
の

た
た
か
い
が
連
続
し
て
い
て
、
自
ら
を

省
み
る
機
会
や
ゆ
と
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
檀
信
徒
地
方
研
修
会
は
、
ま
と
ま

っ
た
講
話
が
拝
聴
で
き
る
唯
一
の
機
会

で
あ
り
、
こ
の
度
も
期
待
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
此
度
の
テ
ー
マ
は
「
大
慈
悲

心
に
生
き
ら
れ
し
瑩
山
禅
師
」
で
、
講

師
は
増
田
友
厚
老
師
で
し
た
。

　
瑩
山
禅
師
は
能
登
總
持
寺
を
開
山
し

た
だ
け
で
な
く
、
門
派
の
瑩
山
派
は
總

持
寺
を
基
点
と
し
て
全
国
に
布
教
を
展

開
し
て
、
曹
洞
宗
教
団
発
展
の
体
制
を

か
た
め
た
こ
と
が
歴
史
に
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
總
持
寺
は
永
平
寺
と

並
ぶ
曹
洞
宗
の
大
本
山
で
あ
り
、
今
年

は
瑩
山
禅
師
七
〇
〇
回
大
遠
忌
に
あ
た

り
、
瑩
山
禅
師
顕
彰
の
企
画
に
つ
い
て

耳
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
具
体

的
に
瑩
山
禅
師
の
人
と
な
り
を
お
聞
き

す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
老
師
の
お
話
か
ら
、
瑩
山
禅
師
の
悟

り
は
「
平
常
心
是
道
」
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
「
茶
に
逢
う
て
は
茶
を

喫
し
、
飯
に
逢
う
て
は
飯
を
喫
す
」
と

い
い
、
「
今
」
の
時
を
慈
念
で
生
か
し

合
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
そ

し
て
慈
念
と
は
損
得
の
な
い
優
し
い
心

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
為

は
、
相
手
あ
っ
て
の
行
動
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
「
今
」
を
ど
う

生
き
る
か
は
、
次
の
「
今
」
が
ど
う
な

る
か
に
続
き
ま
す
。
「
生
か
し
合
う
」

と
い
う
相
互
交
流
が
そ
こ
に
は
発
展
す

る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
て
、
人
は
孤

独
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
常
に
相
手

に
働
き
か
け
、
相
手
を
思
う
心
を
持
て

と
い
う
の
が
瑩
山
禅
師
の
心
か
と
拝
聴

し
ま
し
た
。
翻
っ
て
わ
が
身
を
か
え
り

み
れ
ば
、
何
か
と
自
己
本
位
に
陥
り
が

ち
な
平
素
の
生
活
が
浮
か
び
、
反
省
す

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、
老
師
の
ご
講
演
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
掲
示
さ
れ
る
紙
が
、
カ
レ
ン

ダ
ー
の
裏
紙
を
使
っ
て
居
ら
れ
る
こ
と

に
も
感
動
し
ま
し
た
。
物
を
粗
末
に
し

な
い
で
、
使
え
る
も
の
は
再
使
用
さ
れ

る
ご
姿
勢
に
、
言
葉
に
な
ら
な
い
温
か

い
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
で
、
私
た
ち
は
多
く
の

生
き
物
の
命
を
糧
に
し
、
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
て
今
日
が
あ
る
こ
と
を
改
め

て
意
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
慈
念
で
生
か
し
あ
う
、
恥
じ
な
い
生

き
方
」
が
求
め
ら
れ
る
、
と
の
お
示
し

は
心
に
迫
り
ま
す
。
そ
の
あ
り
方
は
、

慢
心
を
戒
め
、
「
聞
く
」
「
声
を
か
け

る
」
「
持
つ
」
「
親
切
を
受
け
る
」
な

ど
の
他
者
に
寄
り
添
う
形
に
よ
っ
て
成

就
す
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
々
の
生
活
の
中
で
、
忘

れ
ま
い
と
思
い
つ
つ
、
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

禅
きき 会会くく
をを

「
禅
を
き
く
会
」
に
参
加
し
て

鳥
取
県
宗
務
所
護
持
会 

会
長

　
　
　
　
　

  

山
口

　真
佐
実増田 友厚 老師
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中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
禅
」
が
初
め
て
洞
松

寺
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
県

内
・
県
外
か
ら
の
参
加
者
の
方
が
集
ま

り
ま
し
た
が
そ
の
殆
ど
の
方
が
洞
松
寺

に
初
め
て
来
た
と
い
う
方
、
ま
た
坐
禅

も
初
め
て
だ
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
始
め
に
三

島
道
秀
統
監
老
師
よ
り
坐
禅
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。
（
合
掌
・
叉
手
、
入
堂
、

隣
位
問
訊
・
対
坐
問
訊
、
結
跏
趺
坐
・

半
跏
趺
坐
、
法
界
定
印
、
上
体
の
姿

勢
、
口
の
閉
じ
方
、
半
眼
、
欠
気
一

息
、
左
右
揺
振
、
心
意
識
と
念
想
観
の

停
止
）
等
に
つ
い
て
実
演
さ
れ
な
が
ら

懇
切
丁
寧
に
ご
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
も
真
剣
に
聞
い
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
一
炷
目
の
坐
禅
が
始
ま

り
ま
し
た
。
人
数
が
多
い
た
め
坐
禅
堂

で
は
な
く
法
堂
で
の
坐
禅
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
方
の
間
に
外
国
人
の
修

行
僧
が
入
り
法
堂
一
周
に
一
緒
に
坐
る

姿
は
大
変
貴
重
な
光
景
に
映
る
と
同
時

に
世
界
が
一
体
に
な
る
（
一
味
同
心
の

姿
）
姿
に
感
じ
ら
れ
胸
を
打
た
れ
る
思

い
で
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
皆
さ
ま

が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
参
加
さ
れ
坐
ら

れ
て
い
る
訳
で
す
が
坐
禅
と
い
う
も
の

が
そ
の
思
い
を
超
越
さ
せ
る
力
が
あ
る

と
感
じ
る
時
で
あ
り
ま
し
た
。
　
　

　
一
炷
目
の
坐
禅
の
後
に
鈴
木
聖
道
堂

頭
老
師
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
「
十

五
年
前
に
洞
松
寺
に
き
た
時
に
は
伽
藍

が
荒
れ
て
お
り
坐
禅
堂
の
屋
根
に
は
穴

が
開
い
て
い
て
天
井
に
は
コ
ウ
モ
リ
が

住
ん
で
い
た
か
ら
コ
ウ
モ
リ
と
一
緒
に

坐
禅
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
坐
禅
を

し
て
い
た
ら
そ
の
う
ち
コ
ウ
モ
リ
は
居

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
坐
禅
を

し
て
い
る
と
一
人
二
人
と
参
禅
者
が
増

え
て
い
き
そ
し
て
様
々
な
方
の
支
援
と

協
力
を
得
て
伽
藍
も
修
復
さ
れ
僧
堂
と

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
日
本
全
国
そ
し

て
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
修
行
僧
が
禅

の
教
え
を
求
め
こ
こ
へ
集
ま
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
で
修
行
し
た
者
が
法

を
信
心
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
に
帰

っ
て
禅
の
花
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
で
す
。
」

　
講
演
後
、
坐
禅
二
炷
を
行
い
そ
し
て

茶
話
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の

日
本
人
の
方
へ
外
国
人
修
行
僧
が
抹
茶

を
点
て
お
持
ち
す
る
姿
も
こ
こ
洞
松
寺

な
ら
で
は
の
光
景
で
あ
り
微
笑
ま
し
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
外
国
人
修
行
僧
の

自
己
紹
介
の
時
間
で
は
出
身
国
が
ア
メ

リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
南
米
と
多
岐
に
渡
る
こ
と
、
特
に

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
修
行
僧
が
多
い
こ
と
に

驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
真
裏
か

ら
お
よ
そ
二
十
五
時
間
飛
行
機
に
乗
っ

て
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど

「
禅
の
教
え
」
が
世
界
各
国
に
拡
が
っ

て
い
る
こ
と
に
感
心
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
度
の
「
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
禅
」
を

通
し
て
参
加
者
の
方
と
共
に
私
も
新
た

め
て
「
禅
」
に
つ
い
て
気
づ
く
こ
と
が

あ
り
勉
強
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
教
化

セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
も
お
世
話
に
な
り

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　

Let’s try ZEN in洞松寺
　の所感

洞松寺専門僧堂 尚事

原田　良浩

鈴木 聖道 老師

茶話会の様子
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令
和
五
年
十
二
月
十
六
日
土
曜
日
十

三
時
か
ら
十
六
時
半
ま
で
島
根
県
安
来

市
松
源
寺
に
て
、
講
師
に
鳥
取
市
天
徳

寺
ご
住
職
宮
川
敬
之
老
師
を
迎
え
、
曹

洞
宗
中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に

て
第
五
回 Let’s T

ry Zen 

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
の
中
旬
と
の
こ
と
も
あ
り
、

天
候
が
心
配
で
し
た
が
気
温
も
そ
れ
ほ

ど
寒
く
も
な
く
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

　
松
源
寺
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
様
子
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
松
源
寺
で
は
昔
か
ら
坐
禅

会
、
日
曜
子
ど
も
坐
禅
会
、
そ
し
て
、

夏
休
み
に
は
五
泊
六
日
で
子
ど
も
緑
陰

学
級
と
い
う
禅
の
修
行
を
メ
イ
ン
に
し

た
合
宿
を
三
十
年
近
く
行
っ
て
来
ま
し

た
。
そ
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
延
長
で
行
え

ば
い
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
活
動
を
盛
ん
に
し
て
来
た
松
源

寺
で
し
た
が
、
昨
今
の
寺
離
れ
や
宗
教

に
対
す
る
考
え
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る

中
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
方
が
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
か
も
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
三
十
名
の
参
加
者
が
島
根
県
外

か
ら
も
お
越
し
い
た
だ
き
安
心
い
た
し

ま
し
た
。

　
老
若
男
女
の
集
ま
り
で
す
の
で
、
足

の
不
自
由
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
三

分
の
二
位
の
方
は
椅
子
坐
禅
に
な
り
ま

し
た
が
、
一
生
懸
命
に
坐
禅
に
向
か
わ

れ
て
い
る
姿
は
と
て
も
美
し
く
見
え
ま

し
た
。

　
修
行
は
一
人
で
行
う
と
大
変
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
が
、
大
勢
の
人
と
一
緒

に
行
う
と
不
思
議
と
違
う
気
持
ち
で
出

来
て
し
ま
う
気
が
し
ま
し
た
。

　
現
代
で
は
坐
禅
の
他
に
も
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
と
い
う
瞑
想
も
話
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
色
々
な
方
に
坐
禅
に
つ

い
て
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。
中
に
は
ア
ロ
マ
の
お
店
を
し
て
い

る
方
か
ら
、
ア
ロ
マ
と
坐
禅
で
コ
ラ
ボ

を
し
て
、
何
か
出
来
な
い
か
と
相
談
さ

れ
ま
し
た
。
白
檀
系
の
香
り
や
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
の
あ
る
香
り
を
作
っ
て
、
そ

の
香
り
の
中
で
坐
禅
を
組
ん
だ
り
し
ま

し
た
。
線
香
を
使
え
な
い
場
所
で
の
坐

禅
会
に
も
活
用
で
き
る
と
感
じ
ま
し

た
。
一
般
の
方
々
が
、
ど
ん
な
形
で
も

い
い
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
第
一
歩
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
ア
ロ
マ
の
方
に
も
今
回
の
会

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
々

無
い
機
会
で
し
た
の
で
、
講
師
老
師
の

坐
禅
に
対
す
る
心
構
え
や
坐
禅
の
仕
方

呼
吸
や
坐
禅
中
の
思
考
な
ど
聞
い
て
、

い
い
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
感
想

を
言
っ
て
、
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
案

内
を
し
て
ほ
し
い
と
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
今
の
世
界
情
勢
の
不
安
や
生
活
習

慣
の
激
し
い
変
化
に
よ
り
、
心
の
安
住

を
求
め
る
人
が
増
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
度
の
坐
禅
会
を
通
し
て
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

第５回 Let’s try ZEN
開催して

松源寺 住職

佐瀬　宏洋

宮川 敬之 老師

茶話会の様子
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中
国
管
区
婦
人
会
で
は
脱
退
が
相
次

ぎ
、
今
は
現
存
す
る
岡
山
と
山
口
の
二

つ
の
宗
務
所
婦
人
会
が
交
替
で
担
当
し

て
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
コ
ロ
ナ
禍
に
み
ま
わ
れ
、
令
和
二
年

度
は
開
催
を
見
送
り
、
三
年
度
は
岡
山

県
宗
務
所
で
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し

て
、
そ
の
様
子
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
て
配
布

し
ま
し
た
。
四
年
度
は
山
口
県
宗
務
所

を
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
併

用
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
常
が
少
し
ず
つ
動
き
始
め
た
五
年

度
は
、
各
宗
務
所
婦
人
会
で
相
談
し
、

中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
と
評
議
員
と

で
会
議
を
重
ね
て
、
中
間
地
点
で
も
あ

り
、
交
通
の
便
の
良
い
広
島
市
の
広
島

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
両
方
の
婦

人
会
員
さ
ん
が
集
っ
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
研
修
は
東
京
の
正
覚
寺
ご
住
職
の
山

田
悠
光
老
師
に｢

つ
な
が
り
響
き
合
う

心｣

の
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
老
師
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ク
ラ

ラ
園
の
シ
ス
タ
ー
の
身
か
ら
、
仏
教
に

改
宗
し
、
愛
知
専
門
尼
僧
堂
の
青
山
俊

董
堂
長
老
師
の
元
で
出
家
得
度
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
禅

セ
ン
タ
ー
で
修
行
を
積
ま
れ
た
後
に
駒

澤
大
学
、
大
学
院
で
学
ば
れ
た
と
い
う

特
異
な
経
歴
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
令

和
五
年
五
月
、
宗
務
庁
で
の
曹
洞
宗
婦

人
会
で
講
師
を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た

の
が
山
田
老
師
で
し
た
。
お
話
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
明
る
く
朗
ら
か
な
お
人
柄

や
慈
悲
心
溢
れ
る
美
し
さ
に
魅
了
さ

れ
、
是
非
と
も
中
国
管
区
婦
人
会
に
も

お
招
き
し
た
い
と
評
議
員
の
意
見
が
一

致
し
て
講
師
を
依
頼
し
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
度
も
ご
自
身
の
経
験
や
人

と
の
出
会
い
や
ご
縁
に
つ
い
て
お
話
に

な
り
、
皆
様
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
久
し
振
り
に
両
婦
人
会
が

対
面
で
き
た
の
で
、
親
睦
を
メ
イ
ン
に

開
催
し
ま
し
た
。

　
山
田
老
師
の
講
演
の
後
は
昼
食
を
共

に
し
な
が
ら
、
岡
山
県
婦
人
会
主
催
の

ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
岡
山
県

産
の
マ
ス
カ
ッ
ト
を
一
等
と
し
、
以
下

も
岡
山
銘
菓
や
特
産
品
、
各
寺
院
婦
人

会
の
手
作
り
品
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

数
字
が
発
表
さ
れ
る
度
に
歓
声
や
悲
鳴

が
あ
が
り
、
大
騒
ぎ
し
な
が
ら
も
和
や

か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
人
数
こ
そ
過
去
の
開
催
に
は
及
び
ま

せ
ん
が
、
初
め
て
お
会
い
す
る
方
、
お

久
し
振
り
の
方
と
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
岡
山
県
が
担
当
県
と
い
う
こ

と
で
、
山
口
の
会
員
様
へ
の
お
土
産
と

し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
修
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
蓋
を
使
っ
た
可
愛
い
マ
グ
ネ
ッ
ト

を
作
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
婦
人
会
活

動
は
各
お
寺
か
ら
宗
務
所
へ
、
そ
し
て

中
国
管
区
、
全
国
へ
と
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。
交
流
を
通
し
て
学
び
合
い
教
え

合
い
婦
人
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る

｢

美
し
い
心
の
ふ
れ
あ
い｣

を
実
現
し
ま

す
。
地
域
の
過
疎
化
や
高
齢
化
、
寺
離

れ
な
ど
で
婦
人
会
そ
の
も
の
の
存
続
も

危
う
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
互
い
に

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
そ
の
時
に
正
し

い
と
思
う
道
を
選
ん
で
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
心
の
ふ
れ
あ
い

山田 悠光 老師

曹
洞
宗
婦
人
会
中
国
管
区
研
修
会

岡
山
県
宗
務
所
婦
人
会
評
議
員

　武

　典
子
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令
和
五
年
十
一
月
八
日
、
広
島
市
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
を
会

場
に
曹
洞
宗
中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
開

設
五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
、
管

内
御
寺
院
様
と
関
係
各
位
約
百
名
の
ご
臨

席
を
賜
り
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
曹
洞
宗
宗
務
庁
教
化
部

長
、
深
川
典
雄
老
師
に
ご
導
師
を
賜
り
慶

讃
法
要
及
び
中
国
管
区
布
教
功
労
物
故
者

追
善
供
養
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
管
内
の
布
教
教
化
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
二
十
八
名
・

一
社
功
労
者
の
方
々
へ
の
表
彰
を
執
り

行
い
曹
洞
宗
よ
り
表
彰
状
を
、
中
国
管

区
よ
り
記
念
品
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
致
し

ま
し
た
。
　

　
記
念
講
演
で
は
、
神
奈
川
県
南
足
柄

市
大
雄
山
最
乗
寺
山
主
　
増
田
友
厚
老
師

に
「
大
慈
悲
心
に
生
き
ら
れ
し
瑩
山
禅
師

に
学
び
、
今
、
求
め
ら
れ
る
布
教
教
化
の

日
常
を
探
る
」
の
演
題
の
も
と
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
瑩
山
禅
師
様
の
誓
願

を
基
に
詳
し
く
ご
教
示
い
た
だ
き
、
瑩
山

禅
師
様
が
そ
の
ご
生
涯
を
通
し
て
示
さ
れ

た
慈
悲
心
に
つ
い
て
、
ご
老
師
の
明
解
な

こ
と
ば
と
共
に
伝
わ
る
大
変
意
義
深
い
講

演
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
移
し
祝
賀
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ハ

ー
プ
の
演
奏
の
中
、
盛
大
に
そ
し
て
和

や
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
五
十
年
前
の
開
設
当
時
、
教
化
の
在

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
ら
れ
、
教

化
セ
ン
タ
ー
事
業
が
発
足
し
今
日
の
事

業
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
思
い

や
ご
労
苦
を
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
関
わ

ら
れ
た
諸
老
師
の
お
話
か
ら
改
め
て
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
慶
び
と

と
も
に
、
そ
の
意
義
を
深
め
る
記
念
式

典
・
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

中国管区教化センター
開設五十周年を迎えて

前主監　瀬田　啓道

前
教
化
セ
ン
タ
ー
事
務
所

歴
代
管
区
長

歴
代
セ
ン
タ
ー
布
教
師

広
島
県

　天
寧
寺 

様

島
根
県
第
一

　妙
義
寺

　永
見 

勝
徳 

老
師

山
口
県

　亨
徳
寺

　荒
木 

玄
修 

老
師

広
島
県

　宗
光
寺

　垣
井 

龍
顕 

老
師

岡
山
県

　金
蔵
寺

　酒
井 

晃
道 

老
師

鳥
取
県

　覚
圓
寺

　澤
田 

宗
博 

老
師

岡
山
県

　萬
福
寺

　翁 

　
�
仙 

老
師

　
　
　
　中
興
寺

　野
口 

祥
善 

老
師

広
島
県

　少
林
寺

　峯
岡 

俊
徳 

老
師

　
　
　
　運
西
寺

　坂
上 

興
道 

老
師

山
口
県

　仁
平
寺

　田
中 

大
道 

老
師

　
　
　
　長
徳
寺

　河
谷 

正
也 

老
師

鳥
取
県

　安
国
寺

　森
下 

慈
孝 

老
師

　
　
　
　正
明
寺

　白
澤 

和
敬 

老
師

島
根
県
第
一

　西
善
寺

　小
川 

裕
史 

老
師

　
　
　
　訂
心
寺

　木
村 

芳
典 

老
師

功
労
者
名
簿
（
平
成
二
十
五
年
よ
り
）

島
根
県
第
二

　弘
長
寺

　森
田 
裕
光 

老
師

　
　
　
　正
禅
寺

　吉
長 
裕
教 

老
師

広
島
県

　聖
光
寺

　田
中 

哲
彦 
老
師

鳥
取
県

　国
分
寺

　長
尾 

武
士 

老
師

鳥
取
県

　傳
燈
寺

　和
田 

光
史 

老
師

広
島
県

　禅
昌
寺

　横
山 

泰
賢 

老
師

広
島
県

　西
林
寺

　野
上 

厚
徳 

老
師

島
根
県
第
二

　長
見
寺

　藤
島 

義
信 

老
師

広
島
県

　吉
祥
寺

　檀
上 

一
祥 

老
師

岡
山
県

　観
音
寺

　藤
尾 

純
也 

老
師

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　中
司 

弘
子 

様

ラ
ジ
オ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　前
田 

泰
宏 

様

株
式
会
社
中
国
放
送 

様

歴
代
セ
ン
タ
ー
布
教
師

歴
代
セ
ン
タ
ー
役
職
員

教
化
資
料
等
企
画
制
作
委
員

功
労
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
御
指
導
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
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令
和
五
年
十
一
月
八
日
、
広
島
市
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
を
会

場
に
曹
洞
宗
中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
開

設
五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
、
管

内
御
寺
院
様
と
関
係
各
位
約
百
名
の
ご
臨

席
を
賜
り
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
曹
洞
宗
宗
務
庁
教
化
部

長
、
深
川
典
雄
老
師
に
ご
導
師
を
賜
り
慶

讃
法
要
及
び
中
国
管
区
布
教
功
労
物
故
者

追
善
供
養
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
管
内
の
布
教
教
化
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
二
十
八
名
・

一
社
功
労
者
の
方
々
へ
の
表
彰
を
執
り

行
い
曹
洞
宗
よ
り
表
彰
状
を
、
中
国
管

区
よ
り
記
念
品
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
致
し

ま
し
た
。
　

　
記
念
講
演
で
は
、
神
奈
川
県
南
足
柄

市
大
雄
山
最
乗
寺
山
主
　
増
田
友
厚
老
師

に
「
大
慈
悲
心
に
生
き
ら
れ
し
瑩
山
禅
師

に
学
び
、
今
、
求
め
ら
れ
る
布
教
教
化
の

日
常
を
探
る
」
の
演
題
の
も
と
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
瑩
山
禅
師
様
の
誓
願

を
基
に
詳
し
く
ご
教
示
い
た
だ
き
、
瑩
山

禅
師
様
が
そ
の
ご
生
涯
を
通
し
て
示
さ
れ

た
慈
悲
心
に
つ
い
て
、
ご
老
師
の
明
解
な

こ
と
ば
と
共
に
伝
わ
る
大
変
意
義
深
い
講

演
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
移
し
祝
賀
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ハ

ー
プ
の
演
奏
の
中
、
盛
大
に
そ
し
て
和

や
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
五
十
年
前
の
開
設
当
時
、
教
化
の
在

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
ら
れ
、
教

化
セ
ン
タ
ー
事
業
が
発
足
し
今
日
の
事

業
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
思
い

や
ご
労
苦
を
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
関
わ

ら
れ
た
諸
老
師
の
お
話
か
ら
改
め
て
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
慶
び
と

と
も
に
、
そ
の
意
義
を
深
め
る
記
念
式

典
・
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

中国管区教化センター
開設五十周年を迎えて

前主監　瀬田　啓道

前
教
化
セ
ン
タ
ー
事
務
所

歴
代
管
区
長

歴
代
セ
ン
タ
ー
布
教
師

広
島
県

　天
寧
寺 

様

島
根
県
第
一

　妙
義
寺

　永
見 

勝
徳 

老
師

山
口
県

　亨
徳
寺

　荒
木 

玄
修 

老
師

広
島
県

　宗
光
寺

　垣
井 

龍
顕 

老
師

岡
山
県

　金
蔵
寺

　酒
井 

晃
道 

老
師

鳥
取
県

　覚
圓
寺

　澤
田 

宗
博 

老
師

岡
山
県

　萬
福
寺

　翁 

　
�
仙 

老
師

　
　
　
　中
興
寺

　野
口 

祥
善 

老
師

広
島
県

　少
林
寺

　峯
岡 
俊
徳 

老
師

　
　
　
　運
西
寺

　坂
上 
興
道 
老
師

山
口
県

　仁
平
寺

　田
中 

大
道 
老
師

　
　
　
　長
徳
寺

　河
谷 

正
也 

老
師

鳥
取
県

　安
国
寺

　森
下 

慈
孝 

老
師

　
　
　
　正
明
寺

　白
澤 

和
敬 

老
師

島
根
県
第
一

　西
善
寺

　小
川 

裕
史 

老
師

　
　
　
　訂
心
寺

　木
村 

芳
典 

老
師

功
労
者
名
簿
（
平
成
二
十
五
年
よ
り
）

島
根
県
第
二

　弘
長
寺

　森
田 

裕
光 

老
師

　
　
　
　正
禅
寺

　吉
長 

裕
教 

老
師

広
島
県

　聖
光
寺

　田
中 

哲
彦 

老
師

鳥
取
県

　国
分
寺

　長
尾 

武
士 

老
師

鳥
取
県

　傳
燈
寺

　和
田 

光
史 

老
師

広
島
県

　禅
昌
寺

　横
山 

泰
賢 

老
師

広
島
県

　西
林
寺

　野
上 

厚
徳 

老
師

島
根
県
第
二

　長
見
寺

　藤
島 

義
信 

老
師

広
島
県

　吉
祥
寺

　檀
上 

一
祥 

老
師

岡
山
県

　観
音
寺

　藤
尾 

純
也 

老
師

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　中
司 

弘
子 

様

ラ
ジ
オ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　前
田 

泰
宏 

様

株
式
会
社
中
国
放
送 

様

歴
代
セ
ン
タ
ー
布
教
師

歴
代
セ
ン
タ
ー
役
職
員

教
化
資
料
等
企
画
制
作
委
員

功
労
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
御
指
導
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
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曹洞宗配信法話

「今日のこころ 私のこころ」

配信法話集　　2023 年度版
≪令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月≫　52 話収録

令和５年度 配信法話「今日のこころ 私のこころ」

757

758

759

760

761

762

763

764

765

766

767

768

769

770

771

772

773

774

775

776

777

778

779

780

781

782

783

784

785

786

787

788

789

790

791

792

793

794

795

796

797

798

799

800

801

802

803

804

805

806

807

808

809

4 月  1 日

4月  8 日

4月 15日

4月 22日

4月 29日

5月  6 日

5月 13日

5月 20日

5月 27日

6月  3 日

6月 10日

6月 17日

6月 24日

7月  1 日

7月  8 日

7月 15日

7月 22日

7月 29日

8月  5 日

8月 12日

8月 19日

8月 26日

9月  2 日

9月  9 日

9月 16日

9月 23日

9月 30日

10 月 7日

10月 14 日

10 月 21 日

10 月 28 日

11 月  4 日

11 月 11 日

11 月 18 日

11 月 25 日

12 月  2 日

12 月  9 日

12 月 16 日

12 月 23 日

12 月 30 日

1月  6 日

1月 13日

1月 20日

1月 27日

2月  3 日

2月 10日

2月 17日

2月 24日

3月  2 日

3月  9 日

3月 16日

3月 23日

3月 30日

正眼寺

浄久寺

多聞寺

宗淵寺

禪光寺

禅昌寺

宝泉寺

全柳寺

常福寺

萬福寺

洞光寺

定林寺

訂心寺

雲昌寺

正禅寺

瑞龍寺

海雲寺

安禅寺

梅翁寺

瑠璃寺

観泉寺

鳳林寺

安国寺

萬福寺

妙光寺

正壽寺

妙喜寺

雲龍寺

安禅寺

光源寺

泉龍寺

松源寺

寳泉寺

慈照院

舜叟寺

正禅寺

円福寺

瑞龍寺

光源寺

長見寺

宗淵寺

梅翁寺

廣澤寺

徳雲寺

宝泉寺

文珠院

松源寺

大廣寺

華厳寺

観音寺

大廣寺

萬福寺

清元院

住職

住職

住職

檀信徒

徒弟

住職

住職

住職

住職

住職

徒弟

寺族

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

副住職

住職

副住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

住職

副住職

住職

住職

住職

寺族

住職

住職

住職

住職

住職

住職

副住職

住職

住職

副住職

住職

住職

岡山県

広島県

山口県

島根県

岡山県

山口県

島根県

山口県

鳥取県

広島県

島根県

岡山県

島根県

鳥取県

島根県

山口県

広島県

山口県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

広島県

山口県

鳥取県

山口県

鳥取県

山口県

岡山県

鳥取県

島根県

広島県

島根県

島根県

島根県

鳥取県

山口県

岡山県

島根県

島根県

鳥取県

山口県

鳥取県

島根県

島根県

島根県

鳥取県

山口県

鳥取県

鳥取県

広島県

鳥取県

総社市

庄原市

山口市

松江市

浅口市

山口市

鹿足郡

萩市

日南町

庄原市

松江市

高梁市

浜田市

鳥取市

松江市

周南市

広島市

玖珂郡

米子市

浜田市

高梁市

世羅郡

周南市

庄原市

下松市

鳥取市

山口市

米子市

玖珂郡

新見市

日野町

安来市

神石郡

安来市

松江市

松江市

西伯郡

周南市

新見市

安来市

松江市

米子市

山口市

日南町
津和野町

出雲市

松江市

北栄町

周南市

北栄町

北栄町

庄原市

琴浦町

命のきずな

日々是好日

今を修行する

お経を丸暗記してみたら

由来と意味

一日一日を

受け入れる

あなたの声が親孝行

報恩の行い

すばらしい道具

寄り添うこと

出逢えたことに感謝

縁起している世界

やさしい気持ちで

幸せの海に生きる

誰かのお手本に

足元を見ましょう

言葉がくれる勇気

一生修行

頂きます

欲求と向き合う

愛語の力

視点を変えてみる

牛と人とこの地域と

あるお檀家の話

真夏に有り難き施し物

日々の生活の中で

残したい風習

与えて、与えられての人との繋がり

愛語とは

舞台は宝石箱

真直ぐなものの見方
「つらいとき」お寺にお参りしてみませんか

喜心を胸に

コップの水

五年の歳月が生んだもの

ありがとう

深い呼吸

柄杓の底から学ぶ

一番愛おしいもの

「同じ」を繰り返す

おかげさまで生きる

自らを律する

かけがえのない人

報恩の心

ご縁と感謝

雑草との共存に学ぶ

食べ物は誰かの思いやりで出来ている

失敗の中にも光明を

春は花

人と人との間に生まれる温かみ

うちのミエコ先生

慈悲のバトン

土本　公祥

多飯　裕慧

佐々木　大観

金本　和夫

飯田　利行

町田　大智

鎌田　道裕

山本　昌男

井上　紀生

髙橋　道英
諏訪　弘史

東海林　裕美

木村　芳典

北山　悟月

吉長　裕教

野坂　直道

小川　彰紀

村上　邦明

倉瀧　英信

島田　建眞

金地　宏典

原田　良浩

本多　隆晃

髙橋　道英
山縣　洋典

山脇　俊英

市原　晃靖

眞壁　太朗

村上　邦明

多飯　皓成

三島　道秀

佐瀬　宏洋

野村　俊英

佐瀬　悠真

西古　孝志

吉長　裕教

家森　俊孝

野坂　直道

多飯　皓成

藤島　義信

板倉　千代

倉瀧　英信

土田　裕明

西村　伸也

鎌田　道裕

渡部　亮学

佐瀬　宏洋

宮川　善永

磯部　誠司

吉本　修峰

宮川　善永

髙橋　道英
井上　英之

回数 放送日 県市町名 寺院名 担当者 ( 敬称略） タイトル

ご希望の方は

曹洞宗中国管区教化センターまで

お申し込みください。
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お　知　ら　せ

センター布教協議会・講習会

■日 　 時：令和６年９月２６日～２７日

■会 　 場：島根浜田ワシントンホテルプラザ

■講 　 師：元曹洞宗特派布教師　

　 　 　 　 　 　 　 　 相 原  昇 明  老 師
■参 加 費：1５ , 0 0 0 円（予定）

■対 　 象：布教師・宗門僧侶

■申 込 先：各宗務所

■お 問 い 合 わ せ 先：教化センター

中国管区センター布教師・宗務所布教師のご紹介

No.

岡山県宗務所

広島県宗務所

山口県宗務所

鳥取県宗務所

島根県第一宗務所

島根県第二宗務所

役職 〒寺院名 住　所氏　名 ( 敬称略 )
吉祥寺
長安寺副
萬福寺
東光寺
鳳林寺
安禅寺
龍福寺
廣福寺
西宗寺
真福寺副
華厳寺
欣慶寺副
周慶寺
直指院
梅翁寺
天徳寺
長通寺
清元院
長久寺
妙義寺
西光寺
松源寺
永昌寺
長見寺

センター布教師
宗務所布教師
センター布教師

センター布教師

センター布教師

センター布教師

岡山県小田郡矢掛町上高末4050
津山市西寺町52
広島県庄原市是松町227
三原市中之町1-11-35
世羅郡世羅町伊尾597
山口県玖珂郡和木町和木1-6-18
山口市大殿大路119
山口市黒川1483
山口市徳地伊賀地882
周南市福川中市町6-7
周南市政所1-16-16
柳井市新庄2630
萩市大井3243
熊毛郡平生町曽根2330
米子市車尾5-7-50
鳥取市湯所町1-709
鳥取市国府町岡益285
東伯郡琴浦町宮木57
島根県江津市二宮町神村1725-8
島根県益田市七尾町1-40
島根県鹿足郡津和野町部栄411
島根県安来市安来町1446
島根県安来市伯太町西母里78
島根県安来市伯太町安田960

土本　公祥
久保　泰道
髙橋　道英
松岡　真誠
原田　良浩
村上　邦明
林　　達哉
土田　裕明
西村　和茂
大野　泰生
磯部　誠司
野坂　正道
斎藤　周三
田村　光雄
倉瀧　英信
宮川　敬之
磯江　紹元
井上　英之
樋谷　雅豊
永見　宏樹
萩野　慈隆
佐瀬　宏洋
門脇　直哉
藤島　義信

714-1203
708-0045
727-0003
723-0003
729-3307
740-0061
753-0093
753-0851
747-0232
746-0062
746-0012
742-0033
759-3611
742-1107
683-0006
680-0007
680-0144
689-2522
695-0023
698-0017
699-5616
692-0011
692-0212
692-0206

宗務所布教師

宗務所布教師

宗務所布教師

宗務所布教師

宗務所布教師
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こ
の
度
の
能
登
地
方
を
震
源
と
す

る
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ

て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
管
区
内
ご
寺
院
様
に
は
平
素
よ
り

格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
で
、
中

国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
開
設
50
周
年

記
念
事
業
は
、
「
記
念
誌
　
道
」
・

「
今
日
の
こ
こ
ろ 

私
の
こ
こ
ろ
法
話

集
」
の
発
刊
を
も
ち
ま
し
て
無
事
円

成
と
相
成
り
ま
し
た
、
改
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
関
係
御
老
師
方
が
築
い

て
こ
ら
れ
た
信
頼
と
足
跡
を
道
標
と

し
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
教
化
活

動
を
模
索
し
布
教
教
化
に
精
進
し
て

参
り
ま
す
。
今
後
も
教
化
セ
ン
タ
ー

に
対
し
、
御
指
導
・
御
道
愛
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
伏
し
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
主
監
　
井
上
紀
生
　
拝

編
集
後
記

〒689-5131　鳥取県日野郡日野町黒坂421

〒689-5224　鳥取県日野郡日南町多里471-1

〒699-1434　島根県仁多郡奥出雲町佐白404

〒692-0731　島根県安来市広瀬町西比田1758

☎(0859)74－0140

☎(0859)84－0310

☎(0854)54－1536

☎(0854)34－0033

泉 龍 寺

常 福 寺

玉雲寺副

観音寺徒

統 監

主 監

賛 事

賛 事

三 島 道 秀

井 上 紀 生

曽 根 慎 吾

藤 原 玄 光

■センター役職員

令和６年度事業計画

教化事業予定

YouTube・Podcast・テレホン法話

米子市Chukai コムコムスクエア

毎週土曜日更新

毎月１回

毎月各１回

配信法話

文化講座

文化講座

期　　日 主催行　　事 会　　場
島根県松江市　ホテル白鳥

同上

オンライン

広島県三次市みよしまちづくりセンター

浜田市 ワシントンホテルプラザ

山口県山口市　長徳寺

オンライン

島根県第二宗務所管内

オンライン

鳥取県米子市　總泉寺

島根県第一宗務所管内

オンライン

山口県山口市　セントコア山口

鳥取県宗務所管内

鳥取県米子市　總泉寺

オンライン

鳥取市　天徳寺

未定

鳥取県米子市　總泉寺

宗務庁

中国管区運営協議会

教化活動推進委員会（前期）

教化資料等企画制作委員会（第１回）

教化センター布教師協議会

教化指導員研修会

教化センター報第 40 号発刊

Let'stryZEN～坐禅をしてみませんか？～
曹洞宗婦人会中国管区役員会

禅をきく会

教化資料等企画制作委員会（第２回）

布教師養成基礎講座Ⅰ

教化センター布教協議会・講習会

教化活動推進委員会（後期）

婦人会中国管区研修会

中曹青鳥取大会

布教師養成基礎講座Ⅱ

教化資料等企画制作委員会（第３回）

Let'stryZEN～坐禅をしてみませんか？～
教化活動企画委員会

布教師養成基礎講座Ⅲ

管区教化センター前期連絡協議会

山陰中央新報文化センター
　松江教室・出雲教室

管区

センタ

センタ

センタ

センタ

センタ

センタ

婦人会

センタ

センタ

センタ

センタ

センタ

婦人会

青年会

センタ

センタ

センタ

センタ

センタ

宗務庁

 4 月 25 日（木）午後

 4 月 26 日（金）午前

 5 月 15 日（水）

 5 月 16 日（木）

 5 月 29 日（水）～ 30 日（木）

 6 月下旬

 6 月 15 日（土）

 7 月  5 日（金）

 7 月 10 日（水）

 8 月  　日（　）

 8 月 29 日（木）

 9 月 26 日（木）～ 27 日（金）

10 月 　日（　）

10 月 16 日（水）

11 月  5 日（火）

12 月  3 日（火）～ 4 日 ( 水 )

12 月　 日（　）

 2 月 11 日（火・祝）

 2 月　日（　）

 3 月 6 日（木）

 3 月　日（　）

使
用
済
み
ろ
う
そ
く
回
収
事
業

　
令
和
４
年
度
よ
り
新
た
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
循
環
型
社
会
へ
の
移
行

を
支
援
す
る
試
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
使
用
済
み
ろ
う
そ
く
回
収
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
延
べ
36
社
・
２

ヶ
寺
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

５
５
０
㎏
超
の
使
用
済
み
ろ
う
そ

く
が
集
ま
り
、
管
区
内
外
の
特
定

営
利
活
動
法
人
様
等
へ
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


